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提
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一
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障
害
者
の
性
別
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取
扱
い
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特
例
に
関
す
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厚
生
労
働
省
令
」
の
解
釈
に
関
す

る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
徳
永
久
志
君
提
出
「
性
同
一
性
障
害
者
の
性
別
の
取
扱
い
の
特
例
に
関
す
る
厚
生
労
働
省
令
」
の
解
釈
に

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

性
同
一
性
障
害
者
の
性
別
の
取
扱
い
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）

第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
医
師
の
診
断
書
（
以
下
「
医
師
の
診
断
書
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
性
同
一
性
障
害
者
の

性
別
の
取
扱
い
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
医
師
の
診
断
書
の
記
載
事
項
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十

六
年
厚
生
労
働
省
令
第
九
十
九
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
記
載
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
「
性
同
一
性

障
害
者
の
性
別
の
取
扱
い
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
医
師
の
診
断
書
の
記
載
要
領
に
つ
い
て
」
（
平

成
十
六
年
五
月
十
八
日
付
け
障
精
発
第
〇
五
一
八
〇
〇
一
号
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部
精
神
保
健
福
祉

課
長
通
知
。
以
下
「
通
知
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
記
載
要
領
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
省
令
及
び
通
知
に
お
い
て
は
、
省

令
に
規
定
す
る
記
載
事
項
に
関
し
、
医
師
の
診
断
書
に
診
療
録
等
を
添
付
す
る
こ
と
は
義
務
付
け
て
い
な
い
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

政
府
と
し
て
は
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
事
例
が
生
じ
て
い
る
と
は
認
識
し
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
に
つ
い
て
で



 

２ 

 

述
べ
た
と
お
り
、
省
令
及
び
通
知
に
お
い
て
は
、
医
師
の
診
断
書
に
診
療
録
等
を
添
付
す
る
こ
と
は
義
務
付
け
て
い
な
い
と

こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
性
別
の
取
扱
い
の
変
更
の
審
判
の
請
求
の
受
理
に
係
る
事
務
に
つ

い
て
は
、
家
庭
裁
判
所
に
お
い
て
、
法
令
等
に
基
づ
き
、
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
事
足
り
る
の
で
は
な
い
か
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
法

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
性
別
の
取
扱
い
の
変
更
の
審
判
の
請
求
に
当
た
っ
て
は
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、

省
令
及
び
通
知
に
お
い
て
は
、
医
師
の
診
断
書
に
診
療
録
等
を
添
付
す
る
こ
と
は
義
務
付
け
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
事
案
の
詳
細
な
事
実
関
係
が
明
ら
か
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
お
答
え
は
差
し
控
え
た
い
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
「
法
秩
序
の
維
持
、
国
民
の
権
利
擁
護
、
国
の
利
害
に
関
係
の
あ
る
争
訟
の
統
一
的
か
つ
適
正
な
処
理
」
の

趣
旨
に
反
す
る
」
及
び
「
「
権
利
擁
護
」
が
図
ら
れ
な
い
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
く
、
お
答
え
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
省
令
及
び
通
知
に
お
い
て
は
、
医
師
の
診
断
書
に



 

３ 

 

診
療
録
等
を
添
付
す
る
こ
と
は
義
務
付
け
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
性
別
の
取

扱
い
の
変
更
の
審
判
の
請
求
の
受
理
に
係
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
家
庭
裁
判
所
に
お
い
て
、
法
令
等
に
基
づ
き
、
適
切
に
処

理
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

六
及
び
七
に
つ
い
て 

 
 

医
師
の
診
断
書
に
診
療
録
等
を
添
付
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
な
い
こ
と
は
、
省
令
及
び
通
知
の
内
容
か
ら
明
ら
か
で

あ
り
、
ま
た
、
御
指
摘
の
「
こ
の
よ
う
な
運
用
上
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
」
と
は
認
識
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
法
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
、
「
政
府
内
で
検
討
チ
ー
ム
な
ど
を
設
置
」
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

 


